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会  議  録 

附属機関又は 

会議体の名称 令和元年度 豊島区子ども読書活動推進会議（第 2 回） 

事務局（担当課） 文化商工部 図書館課 

開   催   日   時 令和元年 10 月 3 日（木） 午後 2 時 00 分～3 時 00 分 

開 催 場 所 会議室（中央図書館 5 階） 

議      題 

１ 豊島区子ども読書活動推進計画（第三次）平成３０年度各課 

進捗状況調査について 

２ 豊島区子ども読書活動推進計画（第四次）の策定スケジュー

ルについて 

３ その他 

公開の

可否 

会  議 

□公開 ■非公開 □一部非公開     

非公開の理由：行政機関における政策意志決定過程の途上に位置

付けられる会議であるため 

会 議 録 

□公開 □非公開 ■一部非公開 

一部非公開の理由：行政機関における政策意志決定過程の途上に

位置付けられる会議であるため 

 

 

 

出席者 

 

 

会  員 

文化商工部長（会長）、教育部長（副会長）、地域区民ひろば課長

（代理 区民ひろば朋有所長）、学習・スポーツ課長（代理：生涯

学習振興係長）、図書館課長、健康推進課長（代理 精神保健グル

ープ係員）、子ども若者課長、子育て支援課長、学務課長（代理：

学校運営グループ係員）、放課後対策課長、池袋幼稚園長、千早小

学校長、千川中学校長 

事 務 局 図書館課計画係長、図書館課主任 2 名 
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審 議 経 過 

１ 豊島区子ども読書活動推進計画（第三次）平成３０年度各課進捗状況について 

 事務局：資料２－１について説明 

 会 長：指標について、数字で入れられるところは数字で明記する。各委員からご意見、ご質 

問等伺いたい。 

 会 員：RCフェスタについて。千登世橋中学校で読書感想文コンクールの審査が実施される。 

また、毎朝 10分間朝読書の時間を取っている。特にライトノベルを読んでいる生徒 

が多い。１年間読書冊数０の生徒は２～３人に１人いる傾向。 

会 員：小学校でも読書感想文コンクールの審査を実施して豊島区代表１２作品を選んだ。本 

は夏休みに読んでくるが、感想文は 2学期に入ってから先生たちの指導の下で書いて 

いる。字数制限があるのに、熱が入るとたくさん書いてしまう子もいる。また、ブッ 

クトークを参観週間のときに依頼していたが丁度台風の日に当たってしまい、来校予 

定の図書館職員が来られないことがあった。その際は代替職員が対応してくれて、児 

童にも保護者にも大変好評で感謝している。 

 会 員：子どもスキップでの保護者会は施設利用の説明が中心で、読書の啓発は現状では難し 

い点もある。次期計画のときは小学校と連携して同じ目的を達成できるような内容を 

入れていきたい。 

 会 員：時代の流れを考慮して電子図書に関する事業を当初計画事業として加えたが、計画策 

定後、電子図書に限らず親子の読み聞かせ等をやっていきたいという方向になってい 

った。しかし、電子図書は今後さらに普及していくので、情報収集は行っていき今後 

の事業に役立てたい。また、各ひろばに図書館の読み聞かせ講習会に参加しているか 

アンケートを取ったところ、ひろばによって偏りが見られた。図書館で行われている 

講習会はひろば職員にとって非常に意味のあるものなので今後さらに広めていきた 

い。 

会 員：今後ひかり文庫なども含めた図書館との連携を他にも深めていくことで、さらに生涯 

学習としての広がりがもたせられると考えられるので、今後も連携を密にしていきた 

い。 

 副会長：中学校の貸し出し数が横ばいになっているのは、読書離れが進んでいることが原因か。 

 会 員：学校でビブリオバトルなどの企画も行っているが、本を借りる生徒と借りない生徒の 

差が大きい。学習情報センターで授業をやってもらえると本がなじみになる。 

 会 員：読み聞かせ講習会を小学校の教員向けとして来校して実施してもらうことは可能か。 

たとえば、国語部会の夏期研修等で来てもらうなど。 

 事務局：学校サービスの一環として検討したい。なお、以前国語部会からの要請で夏期に研修 

を担当したこともある。 

 副会長：マルチメディアデイジーの活用とはどのようなものか。 
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 会 員：学習障害などがあるお子さんが、文字と音の両方を活用して読書をすることで学習し 

やすくするためのもの。製作に技術を要するので数がまだ少ない。教科書はほぼ対応 

しているが、副読本までは出来ていない。 

 会 長：図書館課で製作しているのか。 

 会 員：図書館流通センターの電子図書館に入っているものを主に活用している。実際に授業 

等で導入しているかどうかは各校による。また、親子読書会で作成した豊島区の歴史 

などを紙芝居にしたものは、誰でも閲覧ができる。 

 会 長：以上各課進捗状況についてご承認いただきたい。 

 一 同：承認 

 

２ 豊島区子ども読書活動推進計画（第四次）の策定スケジュールについて 

 事務局：資料２－２について説明 

 

４ その他 

 事務局：子ども読書活動実態調査についてお礼。現時点で小学校２校のみ未回収となっている 

今後全校回収が終わり次第、集計、分析を行っていく。次回会議で調査報告をさせて 

いただく予定。 

 会 長：全体を通してご意見、ご質問等あれば後日事務局へご連絡いただきたい。 

 

 

 

提出された資料等 

 

配付資料 

資料 2-1 豊島区子ども読書活動推進計画（第三次）平成３０度各

課進捗状況 

資料 2-2 豊島区子ども読書活動推進計画（第四次）策定スケジュ

ール 

 

 


